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1　 は じ め に

　 日本語 に して も中国語に して も，数字 を含む こ とわざや慣用句 は どこ に も見 られ るが ， それは ，

そ こ に両 国と もに独 自の 数字文化 が 内在 して い るか らだ ろ う。 とす る な らば ， 両 国の 数字に ま つ

わ る文化 の 相違点や共通点 を探 る こ とで ， 両 国が
“

数字。
に 見出 して き た 意義や 価値 ，

さ ら に伝

承 や 宗教 へ と続 く古人 た ち の 意識 をもしか した ら知 る こ と が で きる か もしれ な い
。

　 もち ろん，国に よ っ て数字に つ い て の 意識 や 取 り組み 方はず い ぶん 異な るだ ろ うが ， 本稿 では

中国 と 日本 の 両 国で よ く用 い られ る数字を含 む慣用 句や こ と わ ざ を対照 さ せ る こ と で
， 中国 日本

の 数字文化 の 特徴 を垣 問見 る こ とが で きる の で は な い か と考 えて い る 。

2　 日本の 数字文化 に つ い て

　まず ， 「三 日坊主」 と い う語 を取 り上げて み よ う。「あ の 人 は何 をや っ て も三 日坊主だ 」 とい う

セ ン テ ン ス を よ く耳 にする。そ して こ の セ ン テ ン ス は多分誰に も理解 で きる。それは 「長続 きし

ない 人」， 「飽 きっ ぽ くて
， や り始め て もす ぐに 止め て しまう人」の こ と で あ る 。 で は ， 日本人 は

なぜ こ の ような人を 「二 日坊主」， ある い は 「四 日坊主」 とい わ な い の か
。

　もうひ とつ 例 を見 てみ よ う。 日本 の 歴 史の 中で ， 明 智光秀 と い う武将が い た 。 「三 日天下」 と

は ， 明智光秀に つ い て 言われて い る の は周知 の とお りで あ る 。 しか し， 歴 史上 の 光秀の 政権は短

か っ た けれ ど も， 文字通 りの 「三 日間 の 天下 」で は な か っ た 。なぜ 日本 人 は そ れ を知 っ た 上で
，

あ えて 「三 日天下 」 と言 うの だ ろ うか 。

　こ の 二 つ の 例か らみ て
，

こ の 「三 日」 とい う特殊 な数が ， 単な る数詞 だ けで は な く， 時間 の 短

さを象徴 させ て い る の だ と い える 。 同 じよ うな例に ， 「三 日見ぬ 問に桜」， 「犬は三 日飼 えば ，
三年

そ の 恩 を忘れ な い 」， 「猫 は三年飼 っ て も三 日 で その 恩 を忘れ る」な どが あ る。

　そ して 日本 人は ， 「三 」 と い う数字 だ けで な く，「五 」 と 「七 」 とい う数字にっ い て も愛着が あ
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る ようだ 。

　次 に 「五 里 夢 中」 とい う言葉 を取 り上げて み た い 。こ の諺は，た とえば 身近に ある 『新明解 国

語辞典』
 

（金 田
一

京助他編 ， 三省堂 ）を見れ ば
， そ こ で は次 の よ うに説 明 して い る 。

《五 里霧中　五 里 四方に 立 ち込め る深 い 霧の 中で は方角が わか ら な くな る こ とか ら，ど うした

らい い の か 判断 に 迷 い
， 見込 み が ま っ た く立 た な い こ と。》

とあ る。なぜ こ こ で 「五里」「霧 中」で あ っ て，「四 方」「霧 中」とな ら な か っ た の か と い えば
， 『後

漢書
一

張楷 伝』に 「性好道術能作五 里 霧中時関西人裴優 ， 亦能作三 里 作」とある よ うに ， そもそ

もは 中国の 『後漢書』に ある物語が そ の 起源 とな っ て い て，それ を囗本人が 吉 くそ の ま ま言 い 伝

え た こ とに よ る。

　 しか しな が ら， 面 白 い こ とに 中国で は こ の ような意味の 場合は 「糊 里糊除」 とい っ て ， 日本 人

が 好む 「五里霧 中」の ような言 い 方は しない 。すで に 中国人が用 い て い な い 故事成語 を， 日木人

は い っ て み れ ば 日本文化化 さ せ て 使用 して い る とい うこ とが で き よ う。

　 また ，
い わ ゆ る 「五十 歩 百歩」 （五 十歩 をもっ て 百歩 を笑 う）とい うもの が ある。そ もそ も，こ

の 「五 十歩百歩」に して もまた ， 中国 の 『梁 恵王上 』 （孟子）に あ る 「或百歩而後止 ， 或五 十歩而

後 止。以 五十 歩笑百 歩 ， 則何如」を踏 まえ た 故事成語 であ るわけ だが ， 「五 里 霧 中」 と同 じよ う

に ，
こ れ もま た現在 の 中国で は用 い る こ と は ない 。 こ の場合 ， 中国で は 「半 斤入？（両 ）」 と い い ，

「似た り寄 っ た り」 の 意味 と して用 い て い る。

　 こ の ように ， 起源は 中国 の 故事 に よ る もの であ りなが ら も， 日本 で は 日本文化 として組 み込 ま

れ ， しか も本国の 中国で は 現代か ら排 除させ られた 名数が ある と い うこ とが 面 白 い
。

　周平著 『日本風情録』 
に よる と ， 日本 の 静岡県 の 山奥で ， よ く用 い ら れ る ある諺が ある と い う

こ とだ 。 それ は 「七 つ 鹿三 つ 熊」で あ る v こ の 諺 の 意味 は ， 七歳の 鹿 と三 歳の 熊 を撃 つ と魔が 差

す とい うこ とで ある。こ の 場合は，三 と七 との 結 び つ きで ある。三 と七 には何 か特別 な関係が あ

る の で は ない か と思わず連想 して しま うn もちろん， こ の 諺に 近 い 三 と七 とを組 み合わせ た もの ，

た とえば 「七本槍三振太刀」 など の よ うな諺 など少 な くな い
（3）

。

　以上 ，

一般的 に 凵本人 が好む傾 向に ある 「三 」「五」「七」の 奇数字に つ い て それ ぞれ考 えて み

た。そ し て
，

た と え ば 宮腰 賢編 『現代 に生 きる故事諺辞典』（4）
にあ る故事 こ とわ ざの なかか ら数字

を用 い た もの だ け を抽 出して その 占有率 を計算 して み る と， 「三 」 を用 い た もの は 約 40％ を占め ，

「五」「七」を用 い た も の はそ れ ぞれ 11％ と32％ と な っ た 〔5 ｝。なお ， 「入 」に つ い て も， 名数 として

使用 され る割合は 高率で あるが ， こ れ に つ い て は 後に 考 えて み た い 。

　そ して 日本の 「三 」「．五」 「七」 を用 い た故事 こ とわ ざの 内容 を誤 解を恐れ ず単純化 して い えば ，

「三」 を中心 とす る もの は教訓 と して 後代 の 人 を戒め る場合 に よ く使わ れ て い て ， 「五 」 と 「七 」

を中心 とす る もの は ， 各分野 の 知識 を伝え る場合に よく用 い られ る傾 向に あるよ うだ。

　で は， 日本人の 数字文化の 特徴 をも っ と探 るため に ， 次 に 日本の 名数 と祭 日の 期 日 な ど を見て

み た い 。

（32）
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3　 日本 の 名 数 と祭 日の 期 日

　面 白い の は
，

た と えば 前掲書 『新明解国語辞典』の 「名数」の 項 目を見 る と ， 「何 らか の 意味で

並 べ られ る ， 同類の 優 れ た幾 つ か の もの を三 ， 五 ， 七 な どの 数 をつ けて まとめ て 言 う，

一定 の 呼

び方」とあ る こ とだ。 こ の 「名数」の 説明 として 執筆者に 挙げ られ て い る具休的数字 が 「三」「五」

「七」で ある の は興味深 い 。こ こ で 「二 」や 「四」「六 」 とい
っ た偶数字が 援用 され て い な い の は ，

単純 に 考 えて や は り 日本人 が 奇数字 と くに 「三 」「五 」「七 」 を好ん で い る こ と をこ の例 か ら窺 う

こ とが で きは しない だ ろ うか 。

　また 池 出 弥三 郎著「言葉 の 中の 暮 らし』｛6）
に よる と，

日本 の 名数に は歴 史的意識 を背景に した も

の や ，仏教，儒学あ る い は有職 故実 な どか ら さ まざ まな諳が 用 い られ て い る とある。それらは 『名

数
一覧』 とい う本に整 理 され て い るが

，
こ の 『一覧』 を

一
見す る と ， や は り圧倒 的に 「三 」 の 名

数が 多 く実に百十五 語で，「五」 の 名数が 四十入語 ， 「七」の 名数が三 1一七 で ある。

　こ れ に対 して ， 「
一一

」の 名数 は 1’一一語で ，「四」の 名数が た っ た十 三語 しか な く，「九 」が 二 十一

語だ けだ 。こ の 『名数
一覧』に は さま ざ まな数字 を含ん だ 名数 が あ っ て ，

一
見 して 日本 の 数字文

化の 特徴 を著 して い る とい える 。

　具 体的 な例 をあげ て み よ う。た とえば 「三 」 を利用 し た もの に は 「冂本 三景」 （宮城県の 松 島，

広島県の 厳島， 京都府 の 空 の 橋立）とか ， 明 治維新の 「三 傑」 （西郷 隆昌 ， 大久保利通 ， 木戸孝允）

など が あ り， また 冂本の 「三才女」 （藤原道網の 母，和泉式部の 女，赤染衛 門）や 日本 の 有名な 「三

大急流 」 （球磨 川 ， 富上川 ， 最上 川 ）が あ る n そ し て 「七 」に は 「七福神」「七不思議」，
地 方で よ

く用 い られ る 「七 賢人」 とい っ た言 い 方な どが あ っ て ， 数 え上 げれ ば き りが 無 い ほ ど だ 。

　、トの 名数が 日本 の 数字 文化 の 特徴 を反映 して い るの は もとよ O，祭 目 の 期 日な どに も現れ て い

る 。 周知 の よ うに 日本 で は
一

年の 主 な年中行事の な か に 「三 」「五 」「七」 を含 む節供が ある の で

それ を見てみ た い 。

  三 月三 日　女 の 子 の 将来 の 幸福 を願 うひ な祭 りで ある。 三 月は上 巳 （最初 の 巳の H） に紙や植

　物 で作 っ た人形 （形代）で 身体 を撫 でて汚 れ を祓 い
， それ を水 に流 して神 送 りす る行事が あっ

　た 。 こ うした 人形遊 び と 呪術用具 と して の 雛人形 の信仰 と が 互 い に 融け あ い
， 次 第に雛人形へ

　の骨格 を形成 した とされ る 。 江 戸時代 に 入 り， 太平の 世相 を迎 えて 三 月の 節供が 盛ん に なる と ，

　雛遊 び が
一

般化 して雛祭 りに移行 し， 年 中行事 と して 三 月三 日に定着した よ うだ 。

  五 月五 日　端午 の 節句は ， 中国お よ び朝鮮 ， 日本な ど で 五 月五 日に 行 われる年 中行事 で ある。

　端午は初五 の 意 五 月初 め の 午 の 日 であ る。五 月は 旧暦 で は 午月に 当た り ， 陽数 つ ま り奇数 の

　月 口同数 を重 ん じて 節供 の 時 に し，三 節供 ，
五 節供な ど と称 した ように ， 五 月五 日を節 日 とし

　た。中国で は端陽節とい い
， 古来旧暦五 月は雨季に入 り悪疫が はび こ る ため厄除け をしなけれ

　ばな らな い 月 とされて い た た め
，

こ の 日 に薬草 を摘み ， 門に 菖蒲 を挿 した り， 粽を食べ ，雄黄

（33＞
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酒 とい う薬酒 を飲ん で 災厄 を祓 っ た りした とい う。

  七 月七 ロ　 七 夕は織女際 ， 星祭 な ど ともい い
， 中国伝来の 行事 と 日本古来の 伝承 ， さ らに は 盆

　行事の
一

環 として の行事 な ど，さまざまな要素が入 り混 じっ て 今 日に伝承 された もの で ある。

　中国伝来の 乞巧 奠 は 当初 貴族に伝 わ り ， そ れは こ の 日晴 天 を祈 る星祭 とな っ た。一方 ， 日本古

　来の 農神 と し て の 七 夕は 民間に 流布 し盆行事 と も結合 して 穢 を祓 う習俗 と な っ た 。 日本の 七夕

　は 中 日 二 つ の 複合習俗 とい え よう。

  七五三 　十一月＋五 日 に行 われ る ， 子供 の 成長 を祝 う風俗 で ある。七五 三 の 祝 い をなぜ ト ー月

　十五 日 に す る か とい えば，十
一・一

月は農作業が 終わ っ て 霜 月祭 ワを行 う月に あた り，十五 日は 多

　 くの 祝祭 冂の ある満 月の ロで あるため ，
こ の 日が 子供 の 成長 を氏神に 祈願す る 日として選ば れ

　 た と思 われ る。

　以 Eの よ うに， 日本 人は古代 の 中国文 化 と 日本古来の 文化 を融合 させ なが ら ， 現 代に至 るま で

そ の 習慣 を大切 に育 てて い る。そ うした民間習俗に と くに 「三」をは じめ とす る奇数字がある こ

と は ，中国人の 私 に と っ て 興味深 い こ と で ある。

　た とえば上野富美夫 の 『数 の 話題辞典』に よる と， 瑞祥 の 架 空の 動物 の 龍 の 爪 を三 本 と決め て

あ っ たた め ， 「三 」は 調和 ・
安定 の 数 と言 われ る よ うに な っ た と考 えられ て い るそ うだ。人間の 形

は
， 胴 を中心 と して 頭 と両手両足 と い う五 つ の 方 向に 部分 が 伸 び て 全体 と な り，

ま た 頭部で は 両

目両 耳 と 口 を合わ せ て 五 となる 。 さ ら に 両手両足に は それ ぞ れ五 本の 指が ある と こ ろな どか ら，

五 は人 間や完成 され た存在 の 象徴 と して考 えられて い る ， と もある。

　そ して 「七」に つ い て は
， もと もと奇 跡

， 幸運，神秘 な ど を表す数 と し て ， 日本 で 認 め られ て

い た とい うこ とだ 。 また ， 日本人は 「四 1 と 「九」を嫌 うの は い うま で もな く 「四」の 音は 「シ」

で あ り ， そ こ か ら 「死 」を連想す るか らで あ っ て ， 「九」は 「ク」で こ れ また 「苦」を連想する か

らで ある。ちなみ に い えば，韓国で も 「四」は 「サー」 と読ん で 「死」 （サー） となるた め ホ テル

や病院で は縁 起の 悪 い 数字 と して用 い な い
。

4　 中国の 数字文化 に つ い て

　中国人 の 数字に 関する意識 の 源 は遠 く， 流れ は長 い と言 っ て もい い
。 中国の 古代には 「黄帝四

面」， 「方相 四 目」の ような伝説 と民間風俗 が ある。「四」とい う数字に よ っ て 神秘 的な文化の イ ン

フ ォ メ
ー

シ ョ ン を伝 える こ ともあれ ば ， 「入卦 」な どで将 来の 吉 凶 を 占 うこ と もあ る。また ， 漢族

とい くつ か の 少 数民族の 人 た ちは 「九」 に崇敬 の 念 を表す風俗 もある 。
こ の よ うに

， 歴 史的ある

い は 中国人 の 心理構造か らみ て ，数字文化は 中国の 伝統文化 に も重要 な役割 を果た して い る。

　で は 次 に
， 中国の 数字の 特質 を十分 に 表現 して い る慣用 句 と民間風俗 を見 て み よ う。

　大志 を抱 く人 に は 「四方之 志」 とい う慣用 句が よ く使わ れ る。すべ て をきちん と片付けられ る

（34）
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と い うこ とを表わ した い とき ， 「四亭入 当」 とい う慣用 句もよ く使 われ る。また 「四面八 方」「四

世同堂」な ど もある 。 あた か も中国人は 「四」 とい う数字 を偏愛 して い るか の よ うだ 。

　 中国人 は古代か ら
“
い ずこ に も四 が ある。 と い う世界観 を持 っ て い る。た とえば ， われ わ れ の

踏む大地は 四角 い 形で ， 古代 中国 （実は今 の 中国 の 広 さ よ り狭 い 地 域 ）の 周辺 は 「四荒之 国」 で

ある 。 日常使用す る漢字の 祖形は 四角形で あ り， 住居は 「四合院」 と名づ け られ る 、 使 用する紙

や 墨 ， 筆や硯 は 「文 房四 宝」 と呼ば れ，新年の 挨拶に は 「四季発財」 とい う言葉が ある。 も し，

故郷 を離れ て 遠 い と こ ろへ 行 き ，

一
生 を送 っ た ら 厂四 海為家」 とい う考 えを持 っ てお か なけれ ば

な らな い
。 中国人は まさ に 「四」 と い う数字に 特殊 な思想 を潜 ませ て い る と言えよ う。

　 また ， 中国で は 占代か ら 「九」 と い う数字 をめ で た い 数字 と見なして い た。階級 と貧 富を問 わ

ず ， 上は権力 を握 る皇帝か ら
一
ドは民衆 に い た る まで ， み な こ の 数字 を無意識に 偏愛 して い る。今

まで 皇帝 は 「九 鼎」とい うこ とを誇 っ て い た。漁民た ちが仕事す る とき，「九十 九 の カ
ー

ブ」とい

うよ うな歌詞 を思 わず歌 い だす 。 そ れ に ，古代か ら中国の 国土 は 「九州」 と名づ け られ て い る 。

こ れ らは ， 中国の 数字文 化 の 裏に潜 ん で い る中国人の 信仰 と世界観 を反映す るもの だ と い っ て い

い だ ろ う。つ ま り，「九」 と い う数字 を神聖 なシ ン ボ ル だ と見な して い る信仰 の こ と で あ る。

　「九」を含む 慣用 句 を少 し見て み る と ， 「ど ん な に 大 きな事業で も， 小 さな仕事か ら しなければ

な らな い 」と い う意味 を現わ した い とき ， 中国で は 「九 層之 台 ， 起于累土 」 とい う慣用 句が よ く

使われ る。 また，「国の 隆 昌の こ と」 を喩 える と き， 「九年之 蓄」と い う慣用 句もあ る 。 こ れ らの

ほか に ， 「九 旋之 渊」 （智謀を持 っ て い る 人の 喩 え） など が ある。こ れ ら慣用 句か ら見 る と中国人

は どれほ ど 「九 」 とい う数字を好 み ， また そ こ に特殊 な意義を見出 して い る か が 分か る。

　「九」が 中国の数字文化 に どれほ ど の 地位 を占め て い る の か をさ ら に考 え て み る た め
， 中国の 民

間 の 風俗 を紹 介 した い
。 中国で は 旧暦 の 九 月九 日 の 日 を 「重陽節」 と呼ぷ 。 こ の 日に な る と中国

人は 「茱萸」 とい う植物 を身に つ けた D ， 菊で作 っ た酒 を飲ん だ り，そそ り立 つ 山な どに登 っ て

遊ん だ りす る m

　では なぜ 中国人は 重陽節 を 「九 月九 日」に定 めた の か。中国の 古典 『周易』に よ る と，「九」は

陽数で あるか ら二 つ の 「九」 とい う数字を重ね る と ， 発 音 も漢字形 に して も中国の 「久久」 とい

う言葉 と
一

致 す る の で
， 「九 九」は 「長 く続 く」や 「長 寿」 と い う意味に なり， 「九 月九 日」の 日

を重陽節に定め る こ と に な っ た とい う。 中国で は，毎年重陽節に なる と ， 故郷 を離れ た人 た ちは

家族や親友，恋人 の こ とをもっ と も懷 しむ の で ある。

　次に ， 中国の 数字文化の 一般特徴 を表現す る風俗 と伝説な ど を見て み よ う。

　古来， 中国人は偶数に特別 な意義 を見出 して い る。漢族に は神 を信仰す る 「和合」 と い うも の

が あっ て，「和合」とは 中国 の 古代神話で は ， 互 い に 愛 を認 め合 う二 神 の 謂 で あ る 。 民間 の 結婚披

露宴で は こ の 二 神像 が しば しば 陳列 された りした もの で ある。すなわ ち ， 相手の神 に もう
一

方の

神が蓮 の 花 を捧げ ， （蓮の 花は 中国で 「荷花」 と読み ，「荷」 の 発音は 「和」と同 じ） もう一
人 の

神 が 丸 い 箱 を抱 く （箱は 中国語で 「盒」 と読 み ， 「盒 」の 発音は 「合」 と同 じ）の で ある。

　 もちろん ， 普通の 民間生活の 場合 だ けで な く， 中国 の 哲学に も調和 の 意識が 見 られ る。中国の

『呂氏春秋有史覧 』に は 「天 　陽也 ， 地 　陰也」と い う言葉が あるが
，

こ の 古 い 言葉 も 「陰 と陽 と
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は 対立 の 状 態を和合 の 状態 に変 えて ， 調和 をはか りた い 」と い う意味 を表 して い る と考えられる。

実 の とこ ろ，中国 で は偶数 は 調和の シ ン ボ ル の み な らず，喜びや 幸福な どの シ ン ボ ル と も見なし

て い る。

　なか で も次 に見る 「六 」は ， 上 の ような意味で の シ ン ボ ル マ ー クの ひ とつ だ とい っ て もい い
。

た とえば，古代 の 中国の 貴族地 域 で か な り広 く行 わ れ て い る フ ェ ス テ ィ バ ル の
一

つ は 「六 月六 日

祭 り」 と呼ばれて い るが ，
こ れ は村 の 人た ちが牛豚 を殺 して

， 山 な どの 自然 の 神を祭 る儀式 を行

うの だ 。 そ うして家族 の 安全や 収 穫の 豊穣 ， 太平無事 な どを祈 る の で ある 。

5　 中 日数 字文化 の 特徴の 比較

　前節ま で は 日本 の 数字文化 と中国の数字文化 の 特徴に つ い て 紹介 し て きたが ，
こ こ で 両者 の 相

違点 を簡単に ま とめ て み た い
。

　 H 本 で は 「三 」「五 」「七」とい っ た 三 つ の 奇数 をめ で た い 数 とする
一
方 で，「四」は 「死」に あ

た る ため ， ま た 「九」は 「苦」に あた る た め に こ れ を避 ける傾 向に あ る 。 こ れ にた い して ， 中国

で は だ い た い 「偶数」 をめ で た い 数字 と考え て い る。 しか も， 中国人は 日本人が嫌 っ て避けが ち

な 「四」 と 「九」につ い て も，
プ ラ ス 方向の 発想 を抱 い て い る。こ れ か らは 中国 と 凵本の 数字文

化 の特徴 の 相違性が ， 両国民の 深層に おける文化意識 の 相違性 を証す典 型的な例 だ とい っ て い い

か もしれな v  

　 とはい え ， 両国には共通 して好む数字 が ある の で そ れ に つ い て考 え て 見た い 。 凵本 の 神話で は
，

自分 の 国を 「大八 島国」 と名づ けて い る。また， 日本 の 国道 に も 「八 道」 と い う言 い 方が ある 。

それは東海道，東山道，北陸道，北 海道 ， 山陰 道 ， 山 陽道 ， 南海 道 ， 西 海道で ある。 口本人 は主

な姓 を 「八 姓」に まとめ る 。
日本人 の 自然崇拝 の 考え で は

，
天 に い る 諸神を入百 万 の 神 と呼ん だ 。

『古事 記』に も 「八」を含む物事 をと こ ろ ど こ ろ に 見 る こ と が で きる 。

　で は
， 「八」と い う数 が なぜ 日本の 数字文化 に それ ほ どま で に影響 を与 え て い るの か。 日本 人に

して み れ ば ， 「八 」に あ る
一

画 と二 画 の 撥 ねが ，
二 つ の 道 の ように止め ども無 く伸び て い る か らで

ある。 日本 で い う，
い わゆ る 「末広が り」で ，人の 将来の 成功 を象徴す るか の よ うだ。

　中国 も日本 と同 じよ うに 古 くか ら 「入 」を偏愛 し て い る 。 なぜ な らば ， 中国人 は 「八卦」と い

う考 えの 影響 を受 けて い るか らで ある。中国で は ， 「八卦」とは古 くか ら宇宙 の 多種 多様 な属性 を

代表する もの だ との 考 えが ある。だ か らこ そ， 中国の 伝統文化に は 「八 」 を用 い た名称が ど こ で

も見 られ る。揚雄 の 書 い た 『甘泉賦」に は八神 の リス トなどが掲 げられ て ある u

　 また ，中国の 三 国時代 に諸葛孔 明 とい う人 は ， 己が 百戦百勝す るため に 「入陣図」 を使 っ た 。

また ， 中国 の 古代 の 楽器 に は ， 「八 音」 とい う言 い 方が あ っ た。こ の 「八 音」 は具体 的に言 うと ，

「金 ， 有 ， 竹 ， 匏 ，
土

， 革，木」の 入 種類 の 材料 で作 っ た楽器 で あ る 。 もちろん ， 中国の 民間で は

「入 宝飯 」，「八 宝 羹」の ほ うが ずっ と人気が あるわ けだが 。さ らに漢方医学 には 「入脈」と い う言

い 方 もある 。

　現代 の 中国で は ， 市場経済の 導入 に よる市民社会の 発展に伴 い
， 中国人は ますます自分 の 財産
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Saga Women's Junior College

NII-Electronic Library Service

Saga 　 Women ’s　 Junior 　 College

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中国と 冂本に お け る
S：
数字

”

文 化 の 比 較 （揚　艶）

に 気 を配 る よ うに な っ た 。「入 」 とい う数字 は発音に お い て 「発」（金持 ち に なる意味 ）と同 じで

あ るため，現代 の 中国人は ます ます 「八」 と い う数字を好む よ うに な っ た。 い ずれに して も， 中

国の 数字文 化 と日本の 数字文化 の 共通点 は 「八」 とい う数字に表れて い る思わ れ る。

終 わ り に

　本稿 で は ， 中日両国で よ く使わ れ る こ とわ ざ と慣用句 を中心 に両 国の 数字文化 の 特徴に つ い て

考 えて み た。それ をまと め る と， 日本で は 「三 」「五 」「七 」 と い っ た数 に 代表 され る 奇数 をめ で

た い 数字 として捉え ， た とえば祝儀や葬儀 で 金額 を考 え る 際に は こ の 数字文化が反映 される 。 も

ちろ ん ， 「四」「九」 と い っ た 災い に転ずる掛 詞的数字 は ， 場所や場面に よっ て避 けられ る。

　中国で は，偶数 は基本 的に 幸福 を招来 する ある い は幸福 の シ ン ボ ル と考 える傾 向に あ るが
， 奇

数 の 「九」 も神聖 の シ ン ボ ル として 好む こ とは述 べ た とお りで ある。

　そ して 中 H 両国 の 数字文化 の 共通点 と して は 「八」が あ る。現代 の 中国人が 「入」を好む理 由

は先 に 述 べ た ように 「入 」「発」の 同音か らくる 「発財」で あ るが ，そ もそ もは 伝統 的に 中国人 は

こ の 数字 を縁起物 と して偏愛 して い た 。 と同 じように 目本 で も 「八」に つ い て は ， そ の 字が 備 え

る末広 が りの 字形の ため に ， 家庭や 商売にお い て将 来的に繁盛 ・繁栄 して い くとい うや は り縁起

物 と し て 多用 され て きた の で ある。 日本の 富士 山が ロ本 の 象徴 として 語 られ る の も， また年末年

始の 参拝 の 対象 とな っ て何万 もの 人々 が 富士 山を訪れ る の も， そ の 姿が 末広が りの 「八」 を連想

させ る縁起物で あるか らに ほか な らな い 。
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　に髭 七 分 」， 「七 年 の 病 に 三年 の 艾を求む 」（荒井敏光著 『故事俗 信 こ とわ ざ大 辞 典亅 尚学 図 書， 昭和五 十 七 年）

（4｝ 宮腰賢編 『現代 に 生きる故事諺辞典』文社，1978

  　資 料 1　 日本の こ とわ ざ ・故事成語 に 占め る 名数 の 割合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

18．7％ 8％ 39％ 2．9％ 5．6％ 3．8％ 6．5％ 10％ 1．7％ 3．8％

大 後 美 保 著 『新 説 諺辞 典』 東 京 堂 出版，昭 和三 十 四 年

資料 21

2 3 4 5 6 7 8 9 10

19．1％ 2．3％ 41．3％ 0，8％ 8．5％ 5，3％ 8，7％ 10．6％ 2．1％ 1．3％

（6） 池 田弥三 郎，河 出文庫，

荒 井 敏光著 『故 事俗 信 こ とわ ざ大辞典』尚学図書，昭和五 十 七 年
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